
1 新ホールについて

長年にわたり紆余曲折をたどってきた県立新ホール問題ですが、前に進めるため提案があります。前知事の進め
てきた旧徳島市文化センター跡地における案と、後藤田知事が進めているＪＲ徳島駅周辺のまちづくりの折衷案
です。
　具体的には、場所を旧徳島市文化センター跡地として新ホールを建設しますが、この２階部分をＪＲの車両基
地に使用します。なおこの空間は、県からＪＲに貸与するか、区分所有権を設定します。
　この案のメリットは、大きく３つです。
①公有地スペースの有効活用
　立体的に新ホール及び車両基地を配置することで、貴重な公園を潰すことなく両施設の建設が可能です。場合
によっては２階に当初計画されていた新駅を作ってもいいかもしれません。当然生まれた徳島駅北側スペース
は、新たなロータリーなど後藤田知事が提唱する計画を進められるようになります。
②鉄道の騒音問題抑制
　車両基地を建物の中にを納めることで、周辺への騒音が抑えられます。
③建設費抑制
　現在周辺一帯はすでに更地になっていることから、ご成婚広場よりも早く安く建築にとりかかれますし、前知
事時代に進められていた設計も一部利用可能かと思われます。またＪＲとの協議によっては、建設費の一部負担
もしくは借料収入などが見込まれます。
　前例のない兼用の建物になると思いますが、県民の悲願である新ホール建設を前に進めるためにも、全関係者
が協力しあい、ぜひ実現してほしいです。
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